
°ヽ
γγユ準■2シヨ′星尋``慟璽al卦,,｀νY61造尋Yκ■4T⑫子―手rt・/ヽE4イ∠

―%却矧目尋料Aヽ百6f｀π孝百尋2シ

“

駒

γ■ロニへヽ潔以劇饗暮・朝ψT｀⑫α¥⑫期レツ(1饗■吾筆

Bt06 rolu!7111 eulzo0ol JeL1ooel 6uluroel

ヽ■
覇写0聖¥

ヽ
ヽ

F'マr｀〉oC=!日帥

ι4rェ
Z[8[―レ800681

゛゛

聟塁遡幸辱勤
'単

妻馴尋茅写⑦堅¥⑦Ⅶ里9準回曼こ争箋

塵
醸

機
願

1,

■
１
■
■



量鑢wlm写 1貪浴影√

「主体的 0対話的で深い学び」を実現するための

アクショ／
ヽ
　
〕 リサーチのすすめ●

「コミュニケーション重視の英語教育」の必要性がいわれる中、

CL丁 (Communicative Language Teachlng)を ベースとする授業の在り方や、

その評価方法を巡り、先生方は模索を続けておられることでしょう。

そんな中で注目を集めているのが「アクション・リサーチ」です。

アクション・リサーチとは何か、そして、アクション・リサーチを使った

授業改善の可能性について、名古屋外国語大学の佐藤―嘉先生にお話しいただきます。

年度末を前に、本年度の学びを振り返り、

「主体的・対話的で深い学び」に続く授業の作り方を考えてみましょう。

取材・文_田 中洋子 撮影_お おさきこ―へい (cre8orboi)

授業の実践と研究を結ぶ

アクション・リサーチ

教育や教 師教育 におけるアク

ション・リサーチとは、PDCAに

類似 したプロセスに沿 って、授業

の改善や教師の成長 を実現する

手法だ。授業実践 (action)→授

業研究 (research)→授業実践

(action)を 連関させて繰り返す中

で、スパイラルを描くように授業の

質が高まり、教師や学習者の力が伸

びていくという。

名 古屋 外 国 語 大 学 の 大 学 院

丁ESOL(英 語教授法 )コ ースで

も、アクション・リサーチを必修科

目として取り入れている。科目等履

修生として、アクション・リサーチ

の講座のみ受講できる制度もあり、

小・中・高校の英語の先生たちが、

大学院生として熱心に学んでいる。

なぜ今アクション・リサーチが注

目されるのか。コース主任の佐藤―

嘉先生 (英語教育学科教授)は次

のように語る。

「私も高校で教えていたのでよく

分かるのですが、現役の先生たちは

忙しく、単発のワークショップなど

に出席しても、ついついその場限り

になりがちです。授業改善にせよ、

教師教育にせよ、単発的・短期的

な研修では効果が薄いということ

は、研究結果として明らかになって

います。一方アクション・リサーチ

は、授業とリンクして行う継続的な

Teacher Developmentで もありま

す。忙しい先生方でもコツさえ分か

れば、目標とするCL丁ベースの授業

を、無理なく行えるようになります」

アクション・リサーチは、①lnput

(課題発見)、 ②Planning(ゴール

設定と授業計画)、 OAction(授

業実践)、 ④Reflection(実 践の

省察)、 ⑤Revision(プ ランの修

正)、 ORepeat(修正を反映した

授業を行い、またOから繰り返す)

の、6つのプロセスをつないで運用

される。

このサイクルを続けながら、定期

的な授業の振り返りと必要な修正

を行うことで、らせん階段を上るよ

うに少しずつ、CL丁を中心とした授

業がクラスのニーズに最適化され

ていくのである。

6つのプロセスの循環で

CLT型の授業を向上させる

アクション・ リサーチの流 れ に

沿 ってCL丁型授業を行う例を、プロ

セスことに見てみよう。

【教室での実践例】

英語のアクティビティについて、

アンケートを取ったところ、自信が

ないので楽しめないという生徒が、

予想以上にいることに気付いた。ま

た、受験対策も大事だが、やはり英

語を話せるようになりたいという声

も多かった。

「英語に苦手意識がある生徒たち
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ン・ リサーチ特集 :課題と成果を次年度につなぐアクショ

佐藤一嘉先生
SATO Kazuyoshi

名古屋外国語大学外国語学部英語教育学科 教授

専門は、第二言語習得研究、外国語教授法、教師教育.名 古

尾大学卒、PhD in Applied Linguistics at The University

of

同大

どを取り人れ、実

リサーチから

リ

ensland。 高校で7年 間英語を教ぇた後、オーストラリアの

でTESOL(英語教授法 )を学べ,帰 国後、TESOLの
ワークショップを精力的に開催。現在コース主任を務める

院のTESOLコースでは、教育現場の状況や生徒に合っ

その研究発法を開発するためのアクション・リサ

育に取り

‥
●
●

1  .`.T`:■ ‐

.■■三■●
=■

轟|■ .=● ■ヽ1■

■■■|■|.

tt●

`ヽ
● ● tt..,,

様 な 0  .

ヽ

tt
0==

壕 ‡
・ ‐・

=

「

'

・ ‐
1・ :・ 1■

・
11‐.I..、

|

:でてヽる.
無

隧
11轟|:|::11::||:嘉

●

〓

■
■
一■

時
|



]鐵W茫 懃之 ]卜贔褻予

アクション・リサーチは

授業とリンクしてイ子う

継続的な

Teacher Developmentな のです。

に、モチベーションを持たせる」を

テーマに、以下を中心とする授業プ

ランを策定。

①何をインプットし、何をアウト

プットするのか、毎回の授業の目

的やポイントを、生徒にはっきり

伝える。

②身近なトビックを選び、ペアワー

クなどで英語を話す機会を増や

す。

'0ス ピーキングとライティングの

パフォーマンス・テストを導入。

その後、生徒 自身に自己評価を

してもらう。

趣味、好きな食べ物、行ってみた

い国などのトピックを取り上げ、ア

クション・リサーチの事例集を参考

にしたアクティビティを行う。教材

なども事例集をもとに準備。

学期半 ばに、再 び生徒 にアン

ケート調査を実施。

前向きな感想 :「友達と英語で話せ

て楽しかった」「少し自信がついた」

課題 :「言いたいことが言えず疲れ

た」「言葉が出てこなくて会話が続

かない」

「会話が続かない」という生徒の

声が多いことに着 目。`Pardon?'

`VVhat did you say?'`Could

you say that again7な ど、

cOmmunication strategiesを 紹

介することに。

一連の流れを見た先生たちから

は、「これに近いことなら、普段か

らやっているよ」という声が聞こえ

てきそうだ。事実、アクション・リ

サーチは、各プロセスの意味とつな

がりを意識して行えば、誰でも始め

られるし、確実に授業を変えること

ができる。しかも4技能全ての授業

に導入が可能だ。

他の教師の実践に学び

成功事例をまねてみる

ベースのアクティビテイを考え、評

価方法を考え、さらに必要な教材

や資料もゼロから準備するとなると

大仕事だ。ただでさえ校務に追わ

れる教師の負担は膨らみ、やってみ

たくても八―ドルが高く思えてしま

う。しかし佐藤先生は言う。

「ゼロから自分で全部やる必要

はありません。CL下の成功例はす

でにたくさんあり、詳細な事例集も

出ていますから、初めは他の先生

のアクティビテイをまねればよいの

です。必要なワークシート、教材、

パフォーマンス・テストなども、コ

ピーやダウンロードで入手し、自由

にアレンジを加えて活用できます。

この方法なら、忙しい先生たちも無

理することなく、授業改善に挑戦

していただけるのではないでしよう

か」

授業改善を成功させるポイント

は、アクション・リサーチのスパイ

ラル方式で振 り返 りと修正を繰 り

返 し、生徒の反応に注意を払いな

がら、少 しずつ授業を変えていく

こと。そして、他の教師の優れた実

践を、積極的に共有すること。特に

0イ

一方、授業改善のために、CL丁



『主体的・対話的で

深い学び』に向けて

個人が始めた実践が、時には全

校規模に広がっていくこともある。

高校 2年生を指導するK先生は、

ドリル形式のテキス トを宿題 に回

し、全てワークシートでCL丁中心の

授業を行うことにした。 1年ほど続

けるうちに、クラスは中間考査と期

末考査で、平均点で20点 ほど他の

クラスを上回るまでになった。翌年

からは英語科の先生がチームとな

り、一斉にK先生のワークシー トを

使った授業を実施。これを3年間継

続したところ、3年生全体の大学入

試の成績が大きく伸びた。

K先生の実践は、CLTが 「主体

的・対話的で深い学び」に直結し、

成果を上げた好例といえるだろう。

トピツクベースの対話で自己表現を

させると、生徒は互いに学び合い、

英語もトピックについても、学びが

深まっていくのである。

「コミュニケーションの定義は、

くexpression〉 くinterpretatiOn〉

くnegotiatiOn〉 でつLく negotiation>

は対人的な「やりとり」であり、日

本の英語コミュニケーション教育で

は、この分野の練習が非常に不足し

ていますから、CL丁では特に力を入

れることが大切です」 (佐藤先生)

アクション・リサーチを3年続け

ると、授業は大きく改善され、教師

も自信が持てるようになる。新任、

中堅、ベテランの違いは間わず、日

本人の先生でも外国人の先生でも

同じだという。

「先生が変わ り、授業が変わる

と、生徒も変わり、日に見えて力が

付いてきます。こうして4技能全て

で英語力が伸びれば、おのずと試

験結果も向上しますから、大学入試

もまったく怖くありません。受験が

迫るにつれて先生が不安に負け、間

題集中心の授業に戻してしまっては

逆効果です」

プロセスを追 って物事を前進さ

特集 :課題と成果を次年度につなぐアクション・ リサーチ

名古屋外国語大学の大学院TESOL(英
語教授法)コ ースのアクション・リサー

チでは、大学のアドバイザーや参加し

ている他の教員の助言をもとに授業案

の改善と実践報告を繰り返す。

せるアクション・リサーチの手法

は、望ましいCLT型授業の実現を、

手の届 くものにしてくれそうだ。

「思い切って始めてみれば、必ず生

徒の変化に気付 くはず」と佐藤先

生。最終的には学校全体に実践を

広げ、カリキュラム自体を改善して

いければベストとのこと。

年度末に向かうこの時期は、改

めて自分の授業を顧みる好機だ。

振 り返 りを通 して、クラスの二―

ズや課題を考えるとき、あなたの

アクション・リサーチのスパイラル

は、くlnput>を基点に、もう動き

始めているかもしれない。

名古屋外国語大学ホームベージに、これまでのアクショ

ン・リサーチの実践報告が掲載されている

httpSi//WWW nufs ac」 p/workshop/aCtiOn― reSearch/

アクション・リサーチを通して、授業改善に取り組む教

師たちの成功事例や、教師自身によるオリジナル教材、

ワークシートなどを満載している。

授業の『完全轟ピー』ξこも最適な実銭事例繁

『フォーカス・オン・フォームでできる1 新しい英文法指導アイデア
フーク ・高校』『ワーク&評 価表ですぐに使える 1 英語‐授業を変え

るパフォーマンス・テスト 高校』ともに佐藤―嘉編著、明治図書出版

英 文 法 導

新しい

美彗零業を変ぇる

05

<lnput>と <Revision>に ついて

は、参考になる事例が多い。

例えば成功事例のワークシートを

完全コピーすることから始めても、

「やがて誰もが見事な独自のワーク

シートを作り、生き生きとしたCL
丁型の授業を展開し始める」。そう

佐藤先生は太鼓判を押す。


